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桑
名
高

校
同
窓
会

会
員
の
皆

様
に
お
か

れ
ま
し
て

は
、
ま
す

ま
す
ご
健
勝
に
て
ご
活
躍
の
こ
と
と
存
じ

ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
ご
卒
業
さ
れ
た
卒

業
生
の
皆
さ
ん
、
ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
そ
し
て
長
い
歴
史
と
伝
統
を

誇
る
桑
名
高
校
同
窓
会
の
一
員
に
な
ら
れ

た
皆
様
を
心
よ
り
歓
迎
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
表
題
に
あ
り
ま
す
と
お
り
桑
名

高
校
同
窓
会
で
は
、
25
年
振
り
と
な
る

「
2
0
2
6
年
版
同
窓
会
員
名
簿
」
を
発

行
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

同
窓
会
員
名
簿
は
同
窓
会
活
動
の
根
幹

と
な
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
名
簿
デ
ー
タ

は
常
に
変
化
す
る
も
の
で
あ
り
、
最
新
へ

の
更
新
と
保
守
管
理
は
同
窓
会
の
必
須
事

業
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
我
校
で

一
番
最
近
の
調
査
・
更
新
は
、
2
0
0
9

年
に
開
催
さ
れ
た
「
桑
名
高
校
創
立
百
周

年
」
の
折
に
行
わ
れ
て
以
来
、
15
年
間
実

施
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
こ
の
ま
ま
で
は

錆
び
付
い
た
デ
ー
タ
の
蓄
積
に
な
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
か
と
い
っ
て
同
窓
会
の
力

だ
け
で
は
、
正
確
な
デ
ー
タ
更
新
と
整
備
、

そ
し
て
名
簿
管
理
は
こ
の
先
望
め
ま
せ

ん
。こ

の
た
び
、
大
切
な
会
員
デ
ー
タ
を

「
安
全
」
か
つ
「
正
確
」
に
調
査
・
管
理

す
る
た
め
、
同
窓
会
を
総
合
的
に
サ
ポ
ー

ト
す
る
専
門
会
社
で
あ
る
株
式
会
社
サ
ラ

ト
と
業
務
委
託
契
約
を
交
わ
し
ま
し
た
。

今
回
の
名
簿
発
行
事
業
の
財
源
は
、
名
簿

購
入
、
広
告
協
賛
に
加
え
て
、
名
簿
作
成

賛
助
金
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
ま
す
。

完
成
発
行
は
2
0
2
6
年
１
月
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。
2
0
2
5
年
４
月
よ

り
、
同
窓
会
員
の
お
手
元
に
調
査
ハ
ガ
キ

が
届
き
始
め
る
と
思
い
ま
す
。
桑
名
高
校

同
窓
会
が
密
接
に
連
携
し
て
作
業
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
返

信
く
だ
さ
い
。

最
新
の
会
員
名
簿
を
活
用
し
て
、
学
年

同
窓
会
や
支
部
の
会
員
デ
ー
タ
を
引
き
出

す
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
一

歩
進
ん
で
「
同
窓
会
総
会
」
や
各
種
事
業

の
ご
案
内
、
会
報
「
桑
高
同
窓
会
」
を
皆

様
の
お
手
元
に
届
け
る
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
こ
の
取

り
組
み
が
、
桑
名
高
校
同
窓
会
の
活
性

化
、
ひ
い
て
は
同
窓
会
の
発
展
に
寄
与
す

る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
同
窓
会
員
の

皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
と
共
に
、
引
き
続
き
桑
名
高
校

同
窓
会
に
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

『
同
窓
会
員
名
簿
』
作
成

本
校
同
窓

会
会
員
の
皆

様

に

は

、

益
々
ご
健
勝

に
て
お
過
ご

し
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
平
素
よ
り
母
校
の
教
育
活
動
に
暖
か

い
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

私
も
桑
名
高
校
に
勤
務
し
3
年
が
過
ぎ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
微
力
で
は
あ
り
ま

す
が
、
本
校
の
さ
ら
な
る
発
展
に
寄
与
で

き
る
よ
う
全
力
を
尽
く
し
て
参
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

同
窓
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

本
校
及
び
本
校
生
徒
へ
の
ご
支
援
を
賜
り

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
桑
高

祭
で
の
う
ど
ん
部
屋
の
出
店
、
同
窓
会
奨

学
財
団
に
よ
る
奨
学
金
給
付
事
業
、
青
春

応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
合
同
絵
画
展
の
開

催
、
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
（
S
S
H
）
事
業
、
東
京
大
学
や
京
都

大
学
に
お
け
る
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
で
の

案
内
や
研
究
施
設
の
紹
介
な
ど
、
本
当
に

多
岐
に
わ
た
り
現
役
生
徒
を
支
え
て
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
や
発
表
の
場
を
い
た
だ

い
て
い
る
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

引
き
続
き
ご
支
援
・
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

文
部
科
学
省
の
研
究
指
定
校
で
あ
る

S
S
Ｈ
事
業
は
、
今
年
度
か
ら
Ⅱ
期
目
と

な
る
令
和
10
年
度
ま
で
の
５
年
間
の
指
定

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
事
業
の
実
施

に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
同
窓
会
及
び

同
窓
生
の
皆
様
か
ら
た
く
さ
ん
の
ご
支
援

と
ご
指
導
を
い
た
だ
き
本
当
に
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。
本
校
と
し
て
は
令
和
５
年
度

ま
で
の
Ⅰ
期
目
の
取
組
内
容
を
踏
ま
え
、

よ
り
一
層
の
深
ま
り
と
生
徒
の
自
主
的
・

自
律
的
な
学
び
を
学
校
全
体
で
育
ん
で
参

り
ま
す
。

部
活
動
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
運
動
部

で
は
三
重
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
を

経
て
ボ
ウ
リ
ン
グ
部
及
び
少
林
寺
拳
法
部

門
で
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
に
、

陸
上
競
技
部
、
山
岳
部
及
び
水
泳
部
が
東

海
大
会
に
、
文
化
部
で
は
競
技
か
る
た
部

及
び
弁
論
部
門
で
全
国
高
等
学
校
総
合
文

化
祭
に
出
場
し
ま
し
た
。
ま
た
、
テ
コ
ン

ド
ー
競
技
に
て
、
２
年
生
に
在
籍
す
る
生

徒
が
大
韓
民
国
で
開
催
さ
れ
た
仁
川
国
際

大
会
で
３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。
加
え
て

書
道
部
は
、
来
年
度
に
開
催
さ
れ
る
全
国

高
等
学
校
総
合
文
化
祭
へ
の
出
場
が
決
定

し
て
い
ま
す
。
限
ら
れ
た
時
間
の
な
か
、

集
中
力
を
発
揮
し
栄
冠
を
勝
ち
取
っ
て
く

れ
た
こ
と
は
本
校
の
誇
り
で
あ
り
、
今
後

の
更
な
る
活
躍
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
桑
名
高
校
同

窓
会
の
益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
母

校
へ
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご

挨

拶

　
　
　
　
　

桑
名
高
等
学
校
学
校
長　

早

川
　

巌

　
　
　
　

桑
名
高
等
学
校
同
窓
会
会
長

西

村

治

生

（
1
9
7
1
年
卒
）
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桑
名
高
校

同

窓

会

の

皆

様

の

ご

健

勝

を

お

喜

び

申

し

上
げ
ま
す
。

ま
た
、
卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
ご
卒
業
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

東
京
支
部
に
お
き
ま
し
て
は
、
コ
ロ
ナ

禍
が
明
け
た
２
０
２
３
年
よ
り
以
前
の
よ

う
な
活
動
に
戻
り
、
同
窓
生
の
皆
さ
ん
が

集
う
こ
と
の
で
き
る
「
場
」
を
作
っ
て
い

ま
す
。
一
昨
年
に
開
催
し
ま
し
た
『
東
京

支
部
総
会
』
は
隔
年
で
開
催
し
、
そ
の
間

の
年
に
は
『
桑
高
東
京
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・

パ
ー
テ
ィ
ー
』
と
銘
打
っ
て
交
流
会
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

昨
年
10
月
の
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
有
楽
町

駅
前
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
金
曜
日
の
夜
に
お

集
ま
り
い
た
だ
き
、
昨
年
卒
業
の
方
か
ら

1
９
7
7
年
卒
の
方
ま
で
世
代
を
超
え
て

交
流
を
深
め
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
桑
名
の

話
の
み
な
ら
ず
、
現
在
の
お
仕
事
の
話
な

ど
、
様
々
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ン
ド
を
持
つ
卒

業
生
が
情
報
交
換
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

東
京
支
部
の
活
動
は
40
年
以
上
の
実
績

が
あ
り
、
関
東
近
郊
に
は
千
名
を
超
え
る

同
窓
生
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
同
窓
会

本
部
と
協
力
し
て
「
青
春
応
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
や
「
東
大
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
」

な
ど
の
お
手
伝
い
な
ど
も
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
東
京
支
部
で
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
グ

ル
ー
プ
を
作
っ
て
情
報
交
換
を
し
た
り
、

東
京
支
部
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
で
情
報
発
信
も
行
っ
て
い
ま
す
。

東
京
支
部
総
会
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・

パ
ー
テ
ィ
ー
以
外
に
も
、
忘
年
会
や
新
年

会
な
ど
気
軽
に
集
ま
れ
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど

も
企
画
し
て
い
ま
す
の
で
、
関
東
近
郊
に

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご

連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

『
東
京
支
部
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
パ
ー
テ
ィ
ー
』
を
開
催
！

　
　
　

東
京
支
部
長　

花

村

泰

廣

（
１
９
８
２
年
卒
）

　

関
西
支
部
長　

杉

本

芳

昭

（
１
９
５
８
年
卒
）

同
窓
会

の
皆
様
に

は
益
々
ご

健
勝
の
こ

と
と
お
慶

び
申
し
上

げ
ま
す
。
今
春
卒
業
の
皆
さ
ん
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
回
は
、
私
達
関
西
支
部
の
広
報
活
動

の
一
環
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
「
関
西
三
重

県
人
の
集
い
」
は
、
近
畿
二
府
五
県
の
三

重
県
出
身
者
の
集
い
で
、
本
メ
ン
バ
ー
は

三
重
県
知
事
は
じ
め
各
市
町
村
の
首
長
、

衆
参
国
会
議
員
、
そ
し
て
各
経
済
界
の

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
加
え
て
三
重
県
で
十
一

高
等
学
校
の
関
西
支
部
の
役
員
よ
り
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
協
賛
校
と
し
て
の
位
置

づ
け
で
す
。

昨
年
10
月
19
日
、
シ
ェ
ラ
ト
ン
都
ホ
テ

ル
大
阪
に
て
、
３
５
０
名
が
出
席
し
、
盛

大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
協
賛
校
の
一
校
で

あ
る
桑
高
同
窓
会
関
西
支
部
の
役
員
９
名

も
出
席
し
、
大
い
に
親
睦
を
深
め
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
内
容
は
知
事
は
じ
め
各

企
業
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
皆
さ
ん
へ
の
ご

挨
拶
（
桑
高
同
窓
生
多
数
勤
務
先
…
）
各

高
校
同
窓
会
役
員
と
の
交
流
を
深
め
る
事

（
情
報
交
換
）
そ
れ
に
加
え
て
出
席
者
９

名
の
自
己
研
鑽
を
深
め
る
事
、
「
井
の
中

の
蛙
大
海
を
知
ら
ず
」
大
き
な
視
野
で

も
っ
て
判
断
出
来
る
人
間
形
成
の
一
環
で

も
あ
り
ま
す
。
各
自
大
い
に
親
睦
を
深

め
、
意
義
深
い
関
西
三
重
県
人
の
集
い
で

あ
り
ま
し
た
。

今
年
10
月
の
集
い
に
は
、
我
が
桑
高
同

窓
会
会
長
の
ご
出
席
を
強
く
要
望
い
た
し

ま
す
。
（
他
校
は
会
長
出
席
多
し
）

関
西
支
部
は
同
窓
生
の
集
い
…
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
な
親
睦
を
深
め
る
場
と
し
て
二
年

毎
に
支
部
総
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
学

年
代
表
の
皆
さ
ん
、
同
窓
会
と
支
部
総
会

ド
ッ
キ
ン
グ
し
ま
せ
ん
か
。

事
務
局
一
同
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
会
員
皆
様
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

【
第
12
回
関
西
支
部
総
会
の
ご
案
内
】

〇
日
時  

2
0
2
5
年
11
月
22
日
（
土
）

〇
11
時
～
総
会
・
12
時
～
懇
親
会

〇
会
場  

ホ
テ
ル
「
ヴ
ィ
ス
キ
オ
尼
崎
」

　
　
　
　
　
　
　
　

（
J
R
尼
崎
駅
前
）

＊
同
窓
会
（
支
部
総
会
）
に
関
す
る
ご
質

問
、
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
担
当
者
ま
で

ご
一
報
下
さ
い
。

「
関
西
支
部
連
絡
先
」

事

務

局

長　
木
村
陽
一
（
1
9
7
1
年
卒
）

0
9
0
ー
7
1
1
7
ー
8
4
8
2

応
援
支
局
長　

黒
田
幸
司
（
1
9
8
5
年
卒
）

０
８
０
ー
4
3
9
4
ー
1
1
3
0

『
関
西
三
重
県
人
の
集
い
』
に
参
加
し
て

《
東
京
支
部
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
》

東
京

支
部

関
西

支
部
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う
ど
ん
部
屋
桑
高
祭
出
店

2
0
2
4
年
11
月
23
日
、
東
京
・
パ
リ

五
輪
の
全
日
本
女
子
柔
道
を
率
い
た
増
地

克
之
監
督(

1
9
8
9
年
卒)

の
講
演
会
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
会
場
の
柿
安
シ

テ
ィ
ホ
ー
ル
に
集
ま
っ
た
聴
衆
の
中
に

は
、
桑
高
柔
道
部
O
B
も
多
く
、
往
年
の

メ
ン
バ
ー
も
集
う
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

講
演
の
テ
ー
マ
は
「
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン

ト
」
。
五
輪
代
表
チ
ー
ム
が
勝
利
を
得
る

た
め
に
は
何
が
必
要
か
と
い
う
お
話
で
し

た
。
日
の
丸
を
つ
け
て
戦
う
選
手
達
を
、

監
督
と
し
て
い
か
に
し
て
勝
利
に
結
び
つ

け
る
か
。
監
督
と
コ
ー
チ
、
ス
タ
ッ
フ
、

選
手
、
其
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

重
要
性
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。
五
輪
代
表

増
地
克
之
監
督
凱
旋
講
演
会

2
0
2
4
年
9
月
14
日
、
桑
高
祭
に
出

店
致
し
ま
し
た
。
同
窓
生
ス
タ
ッ
フ
23

名
・
販
売
数
3
4
0
杯
・
販
売
価
格

4
0
0
円
で
開
店
。
昨
年
に
引
き
続
き
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
チ
ケ
ッ
ト
売
れ
る
？

完
食
し
て
も
ら
え
る
？
等
々
不
安
は
あ
り

ま
し
た
が
、
チ
ケ
ッ
ト
販
売
前
か
ら
行
列

と
な
り
完
売
。
猛
暑
の
中
行
列
待
ち
で
し

た
。
う
ど
ん
部
屋
の
味
を
知
ら
な
い
在
校

生
・
P
T
A
が
多
い
で
す
が
、
在
校
生
の

祖
父
母
世
代
の
方
か
ら
は
、
「
非
常
に
懐

か
し
い
」
と
の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。
在

校
生
達
か
ら
「
美
味
し
か
っ
た
・
来
年
も

食
べ
た
い
」
の
感
想
が
、
ス
タ
ッ
フ
の
喜

2
0
2
5
年
1
月
24
日
か
ら
3
日
間
、

柿
安
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
に
て
開
催
。
会
場

は
、
熱
の
こ
も
っ
た
作
品
で
賑
わ
い
ま
し

た
。
今
回
は
、
「
桑
高
合
同
絵
画
展
を
地

域
に
定
着
さ
せ
る
」
を
目
標
と
し
ま
し

た
。
思
い
が
実
り
、
会
場
は
現
役
美
術
部

員
13
点
と
、
同
窓
生
32
点
の
作
品
を
展
示

す
る
こ
と
が
で
き
、
約
4
0
0
名
に
来
場

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
も
ア
ン
ケ
ー
ト

記
入
ス
ペ
ー
ス
は
、
同
窓
生
の
交
流
の
場

に
な
り
、
現
役
美
術
部
員
も
会
場
受
付
を

担
当
し
、
現
役
と
同
窓
生
の
交
流
の
場
と

な
り
ま
し
た
。
次
回
は
、
2
0
2
6
年
1

月
に
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
絵
画
展

桑
高
合
同
絵
画
展
開
催

青
春
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
東
京
支
局

で
は
、
俳
優
の
タ
イ
ソ
ン
大
屋
さ
ん

（
1
9
9
1
年
卒
）
を
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
に

迎
え
、
4
年
間
で
14
人
の
同
窓
生
を
取
材

し
ま
し
た
。
同
窓
生
の
方
々
に
は
、
桑
名

高
校
で
の
青
春
を
懐
か
し
み
な
が
ら
、
高

校
時
代
の
思
い
出
や
今
の
仕
事
を
選
ん
だ

理
由
、
仕
事
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
取
材

を
通
じ
て
、
様
々
な
分
野
で
活
躍
す
る
同

窓
生
の
姿
を
実
感
し
、
彼
ら
の
ス
ト
ー

リ
ー
や
今
の
桑
高
生
に
向
け
て
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
伝
え
た
い
と
い
う
思
い
が
強
ま

り
ま
し
た
。
ま
た
、
ま
だ
ま
だ
素
晴
ら
し

い
同
窓
生
が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
を
知

青
春
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

第4回

び
で
す
。
同
窓
会
の
存
在
を
「
う
ど
ん
部

屋
」
を
通
じ
て
在
校
生
に
伝
え
る
大
切
な

事
業
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
い
た
し
ま
し

た
。
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
お
疲
れ
さ
ま
で
し

た
。
今
後
も
沢
山
の
同
窓
生
に
食
し
て
い

た
だ
く
こ
と

を
祈
念
し
て

お
り
ま
す
。

（
う
ど
ん
部

屋
実
行
委
員

長　

越
須
賀

成
美　

１
９

8
5
年
卒
）

選
手
選
定
の
話
も
興
味
深
く
、
聴
衆
者
も

引
き
込
ま
れ
て
い
る
様
子
で
し
た
。
講
演

会
は
盛
会
と
な
り
、
実
行
委
員
長
と
し
て

責
任
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。
増
地
さ
ん
や
各
地
か
ら
集
ま
っ

た
実
行
委
員
の
皆
様
、
ご
協
力
い
た
だ
い

た
桑
名
高
校
、

同
P
T
A
に
は

感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

（
講
演
会
実
行

委
員
長 

後
藤

隆
彦　

１
９
７

3
年
卒)

に
協
賛
い
た
だ
い
た
方
々
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
最
後
に
、
こ
の
合
同
絵
画
展
の

企
画
を
立
ち
上
げ
、
同
窓
会
活
動
に
貢
献

さ
れ
た(

故)

上
田
広
吉
理
事
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

（
合
同
絵
画
展
実
行
委
員
長

渡
辺
浩
子　

1
9
7
9
年
卒)

り
、
今
後
の
取
材
に
期
待
を
寄
せ
て
い
ま

す
。
こ
の
動
画
が
、
こ
れ
か
ら
明
る
い
未

来
に
向
か
う
桑
高
生
や
同
窓
生
の
方
々
に

届
く
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

（
青
春
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム　

東

京
支
局 　

仁
木
大
介　

1
9
8
7
年
卒)
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2023年度会計報告書

収
入
の
部　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

支
出
の
部

科目 　　　予算 　　　　決算　　予算と決算の増減 　備　考

入会金

総会会費

事業収入Ⅰ

事業収入Ⅱ

雑収入

受取利息

①当期収入合計　

総会費

印刷費

会議費

広報費

通信費

事業費 Ⅰ（うどん部屋）　

事業費 Ⅱ（絵画展）　

事業費 Ⅲ（青春PJ）　

慶弔費

支部助成金

寄付金

入会記念品

交通費

名簿管理費

雑費

予備費

未払金

②当期支出合計

 全日310(普･理･衛)･定時1 計311人 

　

うどん部屋売上309杯

 第3回絵画展広告協賛金・出品料

　

　

　

　

総会プログラムは総会費科目に計上

役員会・企画委員会

会報誌印刷代、新聞編集用ソフト

同上の郵送費、携帯電話負担金

うどん部屋

第3回桑高合同絵画展

青春プロジェクト

　

東京・関西各支部・東京支部総会

美術部・（ダンス部は謝礼金）

名入シャープペンシル　311本

東京支部総会参加交通費

　

貸金庫料、振込手数料

1,600,000

300,000

120,000

140,000

0

200

2,160,200

350,000

110,000

60,000

300,000

250,000

120,000

130,000

150,000

0

300,000

0

200,000

80,000

50,000

60,200

50,000

250,000

2,460,200

△300,000

17,735,581

17,435,581

1,555,000

444,000

123,600

143,000

　

229

2,265,829

486,599

0

56,332

214,968

120,916

110,706

119,352

145,000

0

340,000

50,000

120,706

87,192

0

37,286

0

0

1,889,057

376,772

17,735,581

18,112,353

△ 45,000

144,000

3,600

3,000

0

29

105,629

136,599

△110,000

△ 3,668

△ 85,032

△129,084

△ 9,294

△ 10,648

△ 5,000

0

40,000

50,000

△ 79,294

7,192

△ 50,000

△ 22,914

△ 50,000

△250,000

△571,143

676,772

0

676,772

③当期収支差額　①－②

④前期繰越金

⑤次期繰越金　③＋④

（自　2023年8月1日　～　至　2024年7月31日） （単位円）

　

2
0
2
4
年
４
月
28
日
、定
時
制
部
会
の

総
会
を
開
き
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
で
70
周
年
記

念
総
会
が
延
期
に
な
っ
た
ま
ま
で
し
た
が
、８

年
ぶ
り
に
柿
安
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
の
会
議
室
で

開
催
し
ま
し
た
。毎
年
の
卒
業
生
が
10
名
を

割
る
よ
う
な
状
況
が
続
く
中
、定
時
制
部
会

は
創
立
75
周
年
を
待
た
ず
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
西
村
会
長
、石
川
副
会
長
の
出
席
も

あ
り
、参
加
者
33
名
で
懇
親
会
は
老
い
も
若

き
も
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
た
。最
高
齢
は
86

歳
で
５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。５
年
ご
と
に

開
催
の
総
会
参
加
者
も
減
少
の
中
で
の
開

催
、加
藤
部
会
長
は
最
後
の
総
会
の
つ
も
り

で
開
催
に
踏
み
切
り
ま
し
た
が
、部
会
総
会

　

2
0
2
4
年
６
月
末
に
、不
肖
私
が
理
事

長
を
任
命
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
大
役
は
年
齢

的
に
見
て
も
勤
ま
る
の
か
、危
惧
し
て
い
ま

す
が
、現
在
の
財
団
役
員
の
皆
様
は
心
を
一

つ
に
し
て「
ワ
ン
チ
ー
ム
」で
、財
団
の
運
営
に

協
力
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。故
に
前
理
事

長
伊
藤
隆
彦
さ
ん
の
ご
志
を
継
い
で
行
く
事

が
出
来
る
と
確
信
し
て
、人
生
最
期
に
与
え

て
い
た
だ
い
た
こ
の
職
責
を
懸
命
に
勤
め
上

げ
て
、後
輩
に
継
承
し
て
行
く
所
存
で
す
。ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

財
団
の
活
動
と
し
て
の
奨
学
生
の
募
集
お

よ
び
選
考
は
、桑
高
教
職
員
お
よ
び
財
団
理

事
で
構
成
す
る
選
考
委
員
会
で
の
一
体
感

で
は
も
う
少
し
続
け
て
ほ
し
い
と
い
う
意
見

も
多
く
、今
後
様
子
を
見
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。

（
定
時
制
部

会
長 

加
藤

武
夫 

1
９

６
２
年
卒
）

あ
る
推
進
に
よ
り
、奨
学
金
給
付
申
請
者

は
、２
０
２
４
年
度
40
数
名
で
、財
団
設
立

当
初
の
目
標
を
達
成
し
て
順
調
に
推
移
し
て

お
り
ま
す
。

（
理
事
長　

加
藤
正
一　

1
９
５
６
年
卒
）

　

2
0
2
4
年
10
月
14
日 

、「
２
０
２
４
年

度
桑
名
高
校
同
窓
会
総
会
」並
び
に「
懇
親

会
」を
、く
わ
な
メ
デ
ィ
ア
ラ
イ
ヴ
に
於
い
て

80
名
の
同
窓
会
員
の
参
加
を
得
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
校
歌
斉
唱
に
始
ま
り
、御
来
賓

の
方
々
か
ら
の
御
挨
拶
を
賜
り
ま
し
た
。各

事
業
担
当
者
か
ら
の
事
業
報
告
と
予
算
審

議
を
行
い
、参
加
者
が
勢
揃
い
し
て
記
念
写

真
の
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

　

総
会
の
後
、テ
コ
ン
ド
ー
の
世
界
選
手
権
ジ

ュニ
ア
大
会
で
3
位
と
な
っ
た
、現
役
桑
名
高

校
生
の
青
木
仁
美
さ
ん
に
テ
コ
ン
ド
ー
の
型

を
披
露
い
た
だ
き
ま
し
た
。
総
会
後
の
懇

親
会
は
、
先
輩
後
輩
、
和
気
藹
々
、
和
や

か
な
時
間
と

な
り
ま
し
た
。

(

総
務
局
副

局
長 

長
谷

川
久
美 

１

９
８
０
年
卒)

「
２
０
２
４
年
度

桑
名
高
校
同
窓
会
総
会
」
開
催

一
般
財
団
法
人

県
立
桑
名
高
等
学
校
同
窓
会
奨
学
財
団

８
年
ぶ
り
に
「
定
時
制
部
会
総
会
」
開
催



三重県立桑名高等学校同窓会会報2025年３月１日 第43号(５)

部活

陸上競技部

美術部
卓球部
体操部
水泳部

書道部
剣道部

ボウリング部

ハンドボール部

バドミントン部
バトン部

ダンス部

吹奏楽部

山岳部

競技かるた部

MIRAI研究所

SSH

個人

大会

第77回三重県高等学校陸上競技対校選手権大会

第63回三重県高等学校新人陸上競技権大会

女子第39回三重県高等学校駅伝競走大会
第45回みえ高等学校総合文化祭美術・工芸部門
令和6年度三重県高校新人卓球大会兼全国選抜兼東海選抜三重県予選会
体操競技新人大会２部
浜名湾高校生選手権水泳競技大会

三重県ジュニアオリンピックカップ夏季水泳競技大会

三重県高校総体水泳競技大会

三重県選手権水泳競技大会
東海高校水泳競技大会
第46回三重県高等学校対抗水泳競技大会

第71回全国国公立大学選手権水泳競技大会
三重県高等学校新人水泳競技大会

第26回ガーデンカップ水泳競技大会

第45回みえ高文祭
令和5年度三重県高等学校剣道新人大会
令和6年度三重県高等学校剣道春季大会

令和6年度三重県高校総体剣道競技兼東海高校総体・全国高校総体県予選

令和6年度三重県高等学校剣道秋季大会

三重県高校総体ボウリング競技会

令和6年度高体連ボウリング競技夏季大会
令和6年度高体連ボウリング競技秋季大会
令和5年度全国高等学校ハンドボール選抜大会東海高等学校選手権大会三重県予選会
三重県高等学校総合体育大会ハンドボール競技
令和6年度県高校バドミントン新人大会（個人の部）
第49回全日本バトントワーリング選手権東海支部大会

第19回三重県バトントワーリング大会

第30回三重県高等学校ダンスフェスティバル
第31回三重県高等学校ダンスフェスティバル
三重県吹奏楽コンクール

令和6年度三重県高校総体登山競技全国総体県予選兼東海総体県予選

第71回東海高等学校総合体育大会登山大会
令和6年度三重県高等学校体育連盟登山専門部新人大会
小倉百人一首かるた　第46回全国高等学校選手権大会　団体戦
第26回三重県小倉百人一首かるた中高生大会

第71回三重生物研究発表会
第71回三重生物研究発表会
三重県立みえこどもの城 第2回高校生プラネタリウムコンテスト 地球科学・環境部門
みえ探究フォーラム2023

第48回全国高等学校総合文化祭（弁論部門）三重県予選会

第48回全国高等学校総合文化祭

第70回桑員青少年読書感想文コンクール

春川コリアオープン国際テコンドー選手権大会

世界ジュニアテコンドー選手権大会　日本代表選考会

学年

3
3
2
2
2
2

2

2
2
2
2
2
2
2
2
3
3
3
3
1
1
1

2
2
3
1

専１
1
1

2

2

1
1
1
1
1
2
2
2
2

3
3
3
2

3

3

1

2

2

団体/個人

村上　えみな
村上　えみな
内田　里恋
内田　里恋
内田　里恋
江守　真人

水谷　奈々実
学校対抗
中条　陸人
尾崎　照英
尾崎　照英
尾崎　照英
尾崎　照英
尾崎　照英
尾崎　照英
尾崎　照英
川瀬　淳煌
川瀬　淳煌
松下　美織
松下　美織
新居　優歌
浅野　颯志
浅野　颯志

尾崎　照英
尾崎　照英
松下　美織
浅野　颯志
奥村　日菜
浅野　颯志
浅野　颯志

関口　紗菜
女子団体の部
男子団体の部
女子団体の部
男子団体の部
女子団体の部
男子団体の部
女子団体の部
男子団体の部
尾﨑　将史
男子団体の部
男子団体の部
女子団体の部
女子団体の部
中尾　彩莉
小川 歩華
竹口 愛莉
山下 世渚
川上 心愛
富村　志帆
富村　志帆
渡辺　もも
蔵城　柑奈

男子
女子
女子
男子
団体
内山　采音
伊藤　翼
村木　悠悟
石垣　孝介
坂井　智洋

大橋　涼太

大橋　涼太

佐藤　心音

青木　仁美

青木　仁美

結果

6位　東海大会出場
5位　東海大会出場
4位　東海大会出場
2位　東海大会出場
2位　東海大会出場
優勝  東海大会出場
総合8位
生徒特別賞
5位
優勝
4位　東海大会入賞
3位　東海大会入賞
男子15～18歳優秀選手
優勝
優勝
2位　東海大会出場
2位　東海大会出場
6位　東海大会出場
8位　東海大会出場
3位　東海大会出場
1位　東海大会出場
2位　東海大会出場
優勝  東海大会出場
3位　東海大会出場
5位　東海大会出場
5位　東海大会出場
3位　東海大会出場
8位　東海大会出場
優勝
6位　東海大会入賞
優勝
優勝
8位　全国大会入賞
優勝
優勝
5位
6位
6位
4位
3位
特選 全国大会出場
3位  東海大会出場
5位
5位
5位
5位
5位
5位
優勝 全国大会出場
10位 全国大会出場
1位
1位
6位
5位
5位
金賞
金賞
金賞
金賞
金賞
金賞
金賞
金賞
優秀賞
最優秀賞
審査員特別賞
金賞
3位 東海大会出場
2位 東海大会出場
2位 東海大会入賞
1位
1位 全国大会出場
1位 全国大会出場
2位 全国大会出場
3位 全国大会出場
6位 全国大会出場
三重県総合博物館長賞
知事賞
最優秀賞
最優秀賞

最優秀賞 全国大会出場

優秀賞 全国大会入賞

特選

3位

優勝

種目

1500m
3000m
3000m
1500m
3000m
走幅跳

跳馬
男子200m平泳ぎ
男子100m平泳ぎ

男子100m平泳ぎ
男子50m平泳ぎ
男子200m平泳ぎ
男子100m平泳ぎ
男子200m背泳ぎ
男子100m背泳ぎ
女子50m自由形
女子100m平泳ぎ
女子400m個人メドレー
男子200m自由形
男子100m自由形
男子4×100mメドレーリレー
男子4×100mフリーリレー
男子4×200mフリーリレー
女子4×100ｍフリーリレー
男子50m平泳ぎ
男子100m平泳ぎ
女子100m平泳ぎ
男子100m自由形
女子50m自由形
男子100m自由形
男子200m自由形
男子4×50mメドレーリレー
男子4×50mフリーリレー
男子4×50mフリーリレー
混合4×50mメドレーリレー
混合4×50mフリーリレー
書道部門

男子個人

女子3部シングルス
ソロトワール初級　高等学校部門
ソロトワール初級　高等学校部門
ソロトワール初級　高等学校部門
ソロトワール初級　高等学校部門
ソロトワール初級　高等学校部門
ダンストワール初級　シニア部門
ダンストワール初級　シニア部門
ダンストワール初級　シニア部門

S編成の部
A編成の部

弁論部門

母校の主な活躍（2024年1月～2024年12月） ※学年は大会開催時の学年を表記
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大 学 名

北 海 道
東 北
筑 波
千 葉
お 茶 の 水 女 子
東 京
東 京 外 国 語
東 京 学 芸
東 京 芸 術
東 京 工 業
一 橋
横 浜 国 立
富 山
金 沢
福 井
山 梨
信 州
岐 阜
静 岡
愛 知 教 育
名 古 屋
名 古 屋 工 業
三 重
滋 賀
京 都
大 阪
神 戸
奈 良 女 子
岡 山
広 島
九 州
そ の 他 国 立 大
国 立 大 合 計

2
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
1
4
4
4
0
6
3
5
3
11
5
41
0
1
1
2
2
1
4
2
12
115

0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
1
9
1
1
0
8
1
4
2
9
3
38
0
0
2
2
1
1
2
0
13
99

1
0
1
0
0
0
1
1
0
0
0
3
3
5
7
0
7
1
8
7
12
3
48
2
1
2
2
0
1
5
1
12
134

2
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
5
2
0
0
2
3
7
3
10
8
39
1
3
0
2
1
0
4
2
17
112

2020 2021 2022 2023 2024

過去５年間の大学合格状況（過年度生徒含む）過去５年間の大学合格状況（過年度生徒含む）

0
2
1
0
4
5
2
1
15
30
0
5
4
0
3
1
3
3
3
2
77
24
55
23
23
121
84
57
29
14
28
9
6
322
896
0
0
2

2

0
0
1
1
5
2
1
3
25
38
0
4
0
0
2
10
5
8
2
1
41
44
19
17
21
65
124
35
9
8
56
5
1
300
777
0
0
2

2

1
1
1
0
5
8
5
3
23
47
0
5
2
0
4
1
2
10
3
0
58
31
31
24
17
118
129
91
25
11
43
5
10
287
907
3
3
0

1

0
1
1
0
5
4
2
0
22
35
0
0
4
0
2
4
3
5
0
0
57
27
53
21
33
147
130
80
10
8
65
9
18
302
978
1
1
0

1

0
0
3
1
1
9
1
1
22
38
0
2
4
1
1
6
2
1
1
0
47
36
24
17
3
72
142
96
11
12
37
17
4
216
752
1
1
0

0

国 際 教 養
東 京 都 立
横 浜 市 立
岐 阜 薬 科
愛 知 県 立
名 古 屋 市 立
三 重 県 立 看 護
大 阪 公 立
そ の 他 公 立 大
公 立 大 合 計
自 治 医 科
青 山 学 院
慶 應 義 塾
上 智
中 央
東 京 理 科
法 政
明 治
立 教
早 稲 田
愛 知
愛 知 工 業
愛 知 淑 徳
金 城 学 院
椙 山 女 学 園
中 京
名 城
南 山
皇 學 館
同 志 社
立 命 館
関 西
関 西 学 院
そ の 他 私 立 大
私 立 大 合 計

三 重 短
国 公 立 短 合 計
私 立 短 合 計

就 職 者 数

大 学 名 　2023 2024　202220212020

2025年3月卒業生の同窓会幹事・恩師の先生         

1
1
0
0
0
0
0
1
0
0
0
1
5
3
5
0
0
3
12
6
11
9
42
1
0
0
1
1
1
1
1
18
124

課 　 程

全 日 制

定 時 制

学 科

普 通 科

理 数 科

衛 生 看 護 科

専 攻 科

普 通 科

合 計

男 子

107

20

3

0

4

134

女 子

128

19

37

40

1

225

合 計

235

39

40

40

5

359

卒業生人数

学 年 代 表 幹 事

普通科代表幹事

看護科代表幹事

丹羽木実瑠

村林　芽依

小坂　瑞季

6組

2組

8組

理数科代表幹事

専攻科代表幹事

小島　陽太

堀田　紗良

7組

衛生看護専攻科

全日制

代表幹事

クラス（学科）

１組　普通科

２組　普通科

３組　普通科

４組　普通科

５組　普通科

６組　普通科

７組　理数科

８組　衛生看護科

衛生看護専攻科2年

松永　真誉

内藤　真由

芳賀　遥　

曽我來々実

村林　芽依

伊藤　百恵

池田　彩葉

松下　美織

矢田　結衣

山岡　奈野

長田　朔幸

新堂　湊依

弓矢　穂果

奥村　香瑛

丹羽木実瑠

小島　陽太

小坂　瑞季

堀田　紗良

学年主任　   野崎　順二 

１組担任　　青木　　健 

２組担任　　酒井　利明 

３組担任　　坊野　健大 

４組担任　　長岡　久美 

５組担任　　渡　　弘行 

６組担任　　百武　　拓 

７組担任　　中村　恭和 

８組担任　　江口　雅美 

専攻科担任　廣田　千秋

サッカー部

ソフトテニス部　　

山岳部

硬式テニス・ボウリング部

バレーボール部・演劇部

水泳部

サッカー部　　

陸上競技部

バトン部・柔道部

陸上競技部・サッカー部

化学

国語

地歴

英語

英語

数学

物理

数学

看護

看護

全日制

クラス幹事

定時制代表幹事　定時制幹事 　　飯田　美麗  　　    定時制担任   金久保章一        地歴

ク ラ ス 幹 事
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